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専 門 分 野   大腸癌に対する腹腔鏡補助下(HALS)手術、大腸癌に対する外来 

化学療法、大腸内視鏡診断と治療  

現在の研究課題  小型人型ロボットハンドによる次世代型 HALS 手術の開発、各種の癌

（主として消化器系）における遊離癌細胞の発現と遠隔転移/再発に

関する臨床病理学的検討、EBM と NBM の融和を目指した外来化学

療法の構築 
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研究内容 

1) 小型人型ロボットハンドによる次世代型 HALS 手術の開発 

2) 遊離癌細胞の発現と遠隔転移/再発に関する臨床病理学的検討 

3) EBM と NBM の融和を目指した外来化学療法の構築(NEBM) 

 

1) 他学と共同による次世代型の Robo-HALS project 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共同研究チーム（横浜国立大学・電気通信大学）がこれまでに培ってきたロボット工学に基づき、 

ヒト型 5 指-多関節のロボットハンドを開発中。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

術者の左手の代用として、自分の手のように操作できる小児程の小さなロボットハンドを腹腔内に 

挿入し、大腸癌等各種の切除手術(Robot-HALS)を行うことを目標としている。 

教員紹介 
 
領域（医学部組織）  
消化器外科学 
 
専門分野キーワード 
 
 



 

2)  癌細胞クラスターと遊離癌細胞 Single cell 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

癌の血行性遠隔転移／再発の本態？；遊離癌細胞クラスター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの細胞を、いかに効率良く駆逐/駆除できるのか？ 

人種間の差異を含めた抗癌剤感受性や至適投与方法/至適投与量が大きく関与するものと 

考えられ・・・。 

 

3) 外来化学療法の基本方針 
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